
１０月１９日（木） 沖釣り同好会 

 今回の釣行も前回と同じ三浦半島間口港の船宿(孫武丸)での仕立て船。参加者 9名で集合 6時、出

船 7時に合わせ、最終同乗者のピックアップも 4時半頃と早々に皆さん三浦半島を目指して出発。 

 本船前に集合した矢先、船長が開口一番、今日は鯵のリレーにしない？との問いかけ。つまり直近

での本命タチウオの釣果が芳しくなく、終日太刀魚のみでは期待外れに終りそうで途中からアジ釣り

に変更しましょうとの打診。久しぶりのタチウオ釣行でもあり、皆さんも期待して望んでいる出鼻をくじ

かれた。 

 現場は観音崎で間口港から 30分ほど東京湾の内湾に向かう途中で、既に地場のタチウオ船が多数

横並びにひしめき合う中、我々の船も船長がソナーでタチウオの居場所を探査しながら、確認と同時

にスクリュウーを逆回転させ投入の合図となる。餌はサバの短冊で一斉に投入開始し指示のあった深

さ 50m～60mに落とし込む。 

 船長よりの事前情報もあり、タチウオの活性が低いことから誘い方もパターンを変えて相手の反応を

伺いながら探りを入れる。当りがないままに数十分が経過した後、船長よりワンポイントレッスンを受

けた新人会員に最初の当りが出た。一斉に緊張が走り、それから徐々に左右両舷、前後を問わず単

発で小型の当りが有ったが長くは続かなかった。 

 結果として今年は久しぶりの会員がめでたく竿頭となったが釣果は 4匹で終わり、残り 1時間半は

船長の準備したアジ釣りに移行し、何とかお土産を確保しての帰路となった。 
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